
ソーシャルディスタンスとおもてなしの両立

令和2年７月２８日

CEATEC 2020 ONLINE 

ニューノーマルプロジェクトセッション

課題：



県民

感染予防の
実践と評価

山梨全体で
安心・信頼を提供

早期発見・早期治療による感染制御
感染拡大に備えた医療体制整備

事業者 県

✓ 安心・信頼を担保する認証制度✓ 感染症予防対策を安心として提供

感染症リスクに対し

安心な山梨

県外からの来訪者

海外からの来訪者

✓可視化された安心を
確認して利用

Ｇｏｔｏキャンペーン等
との相乗効果

✓ 宿泊業と飲食業の感染症予防対策を県が認証（自治体が認証しているのは山梨県だけ）

✓ 対策が実施されていれば、仮に利用者・従業員の感染が判明しても濃厚接触者はゼロに近く

✓ 6月下旬から認証申請の受付を開始 ※７月２２日までに２４５件の申請。

感染症リスクが不安
として存在する社会

基準

対策策定・
申請

➢濃厚接触者を出さないための具体的内容
➢ 濃厚接触通知アプリ（COCOA）の利用の
奨励を記載

確認・認証

➢ 事業者が基準に基づく感染症予防対策を策
定し、その認証を県に申請

➢ 県は、事業者の取組を現地調査等によ
り確認し、認証

※専門家（感染症、医療建築等）委員会の意見を踏まえて作成

店舗に備え付けのス
テッカーQRコードによ
り対策内容等を確
認可能

やまなしグリーン・ゾーン認証制度
～ コロナウイルスを心配しない「旅行」と「食事」を ～



おもてなし
（快適な空間づくり）

•対人距離の確保・パーティ
ションの設置

•多くの人が接触する器具の
こまめな清拭消毒

•大皿料理やビュッフェ形式
での提供の制限

•円滑なコミュニケーションを
阻害

•従業員の負荷が増加し、
他のサービスにも影響

•利用者に人気のサービスの
提供に制限
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ソーシャルディスタンス
（感染症予防対策）

テクノロジーの力で解決できないか？

飲食店や宿泊施設の抱える課題



ICTやAI等を活用した

高齢者の新しい生活スタイル

令和2年７月２８日

CEATEC 2020 ONLINE 

ニューノーマルプロジェクトセッション

課題：
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前期・後期高齢者数の推移

山梨県の高齢者人口

○令和2年4月1日現在の65歳以上の高齢者は、249,709人となっている。
○平成18年以降、後期高齢者(75歳以上)の数が、前期高齢者(65歳以上75歳未満)の数を上回っている。
○総人口に対する高齢化率は、30.4％となっている。

性別 高齢者人口 構成比率

男性 109,541 43.9

女性 140,168 56.1

合計 249,709 100.0

高齢化率：30.4％
※総人口822,718人に対する65歳以上人口
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高齢者夫婦世帯と在宅ひとり暮らし高齢者

令和２年 世帯数 前年比 増減率

総世帯数 362,128 3,448 1.0

高齢者夫婦
世帯

43,031 890 2.1
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○高齢者夫婦世帯数は、43,031世帯であり、総世帯数に対する割合は、11.9％となっている。
○在宅ひとり暮らし高齢者数は、57,672人であり、高齢者数に対する割合は、23.1％となっている。
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在宅ひとり暮らし高齢者の割合の推移在宅ひとり暮らし高齢者数の推移
57,672
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コロナが怖くて、
外出できんよ

高齢者をとりまく課題

商品が重くて、
へー持てん

料理を作るのが面倒で、
同じもんばっか食べるよ

うになってきた
一人暮らしだと、

家で話す人が居ない

庭の手入れが
できんくなってきた

車の運転も
心配になってきた

遠く離れて暮らす
親が心配

運転への不安 体力の低下

会話が減る
栄養バランス
が偏る

筋力の低下

もしもの時が
心配

感染症への
不安

○高齢者夫婦世帯や在宅ひとり暮らし高齢者が増える中、加齢とともに筋力や認知機能の低下等が進むこと
で、高齢者をとりまく課題も増えてきている。

○更に、新型コロナウイルス感染症への不安から、外出や外食、仲間との交流など、人と接する機会を控えている。

スーパーが遠くて、
買い物に行くのが
おっくうになってきた

外出機会
の低下
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プラットフォーム

市町村

警備会社

商店・スーパー

飲食店

自治体サービスの展開
・配食サービス事業
・ボランティア事業
・保健指導 ・栄養管理
・防災メール ・介護予防教室
・ごみの日のお知らせ 等

◆各種サービスが、ワンストップでお願いできる
◆話すだけで簡単に操作できる
◆離れて暮らす家族にも、安心の見守り機能

病院

タクシー会社

シルバー人材
センター

病院と家の
送迎サービス

商品の
宅配サービス

食事の
宅配サービス

生活支援
サービス

緊急連絡

自治体の
サービス

見守りや画面を
通した会話

ICTやAI等を活用した高齢者の新しい生活スタイル

注文・依頼

見守りロボット

高齢者世帯等の課題を解消するため、ＩＣＴやＡＩ等の技術を活用した「見守りロボット」等を使って各種サービスを利用する、

「高齢者の新しい生活スタイル」を実現する。

モニター

オンライン
診療新しい生活スタイル
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新しい生活スタイルの実現に向けた課題

○既存のサービスにおいてシステム化されている注文、支援依頼（申請）等の手続き
の統一化。
【プラットフォームの確立】

○スマホ等の操作に不安のある高齢者のため、会話で注文等が完了。
【音声認識により複雑な操作の簡略化】

○離れて暮らす家族と高齢者が、見守りロボットやモニターを通じて会話を楽しむ。
○緊急時には警備会社等に通報。 警備会社等は見守りロボット等により高齢者の
状況を確認し、迅速かつ適切な対応が可能。
【見守り・通報システムの開発等】

○市町村における既存サービス等との連携。
【既存システムとの連携等】

課
題

認知症になっても安心して暮らし続けられる山梨県を目指して

※認知症サポーターは、「認知症サポーター養成講座」を受けることで、認知症について
正しい知識を持ち認知症の人とその家族を温かく見守る応援者です


